
乾式回収粉末を用いた MOX ペレット製造技術 

（2）粉末粒度とペレット密度への影響 
MOX pellet manufacturing technology using recycle powder 

(2) Effect of powder particle size on pellet density 
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プルトニウム燃料技術開発センターでは、核燃料物質の集約化作業の一環として、これまでの製造試験で

発生した乾式回収粉末を保管体（過去の燃料製造の残部材を用いて集合体形状としたもの）として安定保

管する取り組みを進めている。これまで、乾式回収粉末を主要な原料として MOX ペレットを製造した実

績はなく、本取り組みを通じて得られた知見について報告する。 
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1. 背景 

乾式回収粉末は、粉末の粒度分布の違いが MOX ペレットの焼結性に影響を及ぼすことが報告されている

[1]。様々な粒度分布の乾式回収粉末を原料とする保管体化では、当初、得られた MOX ペレットの焼結密

度や外径が安定しないという課題があった。このため、MOX ペレットの品質の安定化を図るため、粉末

粒度と焼結密度との関係を評価した。 

 

2. 結果 

 図 1 に乾式回収粉末の平均粒径と

MOX ペレットの焼結密度の理論密度比

の関係を示す。全体として、平均粒径

が大きいと MOX ペレットの密度が低

くなる傾向が見られた。しかし、平均

粒径が 3µm を下回る場合でも、焼結ペ

レットの密度が低下する場合がみられ

た。これらの粉末の粒度分布を確認し

たところ、10μm 以上の比較的粗い粒

子が含まれていることを確認した。粗

い粒子が含まれると焼結時の収縮性の

違いによりペレット内に空孔が生じ、

その結果、焼結密度が低下したものと

推定した。 
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図 1 乾式回収粉の平均粒径と MOX ペレットの燒結密度比 
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